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い
ま
日
本
で
、
一
般
の
人
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う
か
。「
環
境
に
い
い
」「
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
」

と
い
う
肯
定
的
な
評
価
と
と
も
に
、「
値
段
が
高
い
」「
お

天
気
ま
か
せ
で
不
安
定
」
と
い
う
印
象
を
多
く
の
人
が

持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
近
年
、
日
本
で
一
番
身

近
に
な
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
住
宅
の
屋
根
に

乗
っ
た
太
陽
光
発
電
だ
ろ
う
。
家
庭
用
の
電
気
を
供
給

す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
工
場
や
超
高
層
ビ
ル
の
よ
う

な
大
規
模
需
要
を
ま
か
な
う
に
は
力
不
足
と
思
っ
て
い

る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
値
段
が
高
い
、
不
安
定
、
力
不
足
と
い
う

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
評
価
は
、
日
本
で
の
拡
大

の
遅
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
の
多
く
の
国

で
は
全
く
事
情
が
異
な
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ら

ゆ
る
電
源
の
中
で
最
も
安
い
も
の
に
な
り
、
電
力
供
給

の
中
心
を
占
め
る
国
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
供
給
す
る
こ
と
が
、
世

界
の
目
標
と
な
っ
て
き
て
い
る
。順
番
に
見
て
い
こ
う
。

こ
こ
ま
で
増
え
た
世
界
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

最
近
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
け
ん
引
し
て
い

る
の
は
、
風
力
発
電
と
太
陽
光
発
電
だ
。
図
１
は
各
年

末
の
世
界
全
体
の
風
力
発
電
の
設
備
容
量
の
累
積
導
入

量
を
示
し
た
も
の
だ
。
２
０
１
８
年
末
で
５
９
１
㌐
㍗

と
な
っ
て
い
る
。
１
㌐
㍗
は
１
０
０
万
㌔
㍗
で
あ
り
、

大
規
模
な
原
子
力
発
電
１
基
分
に
相
当
す
る
設
備
容

量
だ
。
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
で
は
毎
年

50
㌐
㍗
以
上
、
す
な
わ
ち
大
型
原
発
50
基
分
程
度
の
風

力
発
電
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
が
起
き
た
２
０
１
１
年
に
は
２
３
８
㌐
㍗
だ
っ
た
か

ら
、
そ
れ
か
ら
の

７
年
間
で
２
・
５
倍

に
な
っ
て
い
る
。

風
力
発
電
の

増
加
も
大
き
い

が
、
拡
大
ス
ピ
ー

ド
が
も
っ
と
速
い

の
は
図
２
に
示
す

太
陽
光
発
電
だ
。

２
０
１
１
年
に
は

71
㌐
㍗
だ
っ
た
が
、

２
０
１
８
年
に
は

５
０
５
㌐
㍗
へ
と

７
倍
以
上
に
も

な
っ
て
い
る
。
過

去
２
年
間
は
１
年

間
で
１
０
０
㌐
㍗
も
増
え
て
い
る
。

図
３
は
、
さ
ら
に
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
風
力
発

電
と
太
陽
光
発
電
の
設
備
容
量
を
原
子
力
発
電
と
比
べ

た
も
の
だ
。
２
０
１
５
年
に
は
風
力
発
電
が
原
子
力
発

電
を
上
回
り
、
２
０
１
７
年
に
は
太
陽
光
発
電
も
原
発

を
超
え
た
。
原
発
の
増
加
は
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
各
国

政
府
が
参
加
す
る
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）

の
調
査
で
も
、
今
後
、
大
き
な
伸
び
は
予
測
さ
れ
て
い

世
界
は
「
自
然
エ
ネ
100
％
」
へ
動
き
出
し
た

その１

公
益
財
団
法
人 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団 

常
務
理
事
　
大
野
輝
之

森林と
自然エネルギー
を再考する

森林と
自然エネルギー
を再考する

出典：REN21 "RENEWABLES 2019 GLOBAL STATUS REPORT"

(単位：GW＝100万kW)
図１　世界の風力発電設備容量の推移

591GW

出典：REN21 "RENEWABLES 2019 GLOBAL STATUS REPORT"

(単位：GW＝100万kW)
図２　世界の太陽光発電設備容量の推移

505GW
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な
い
。

以
上
に
見
た
の
は
設
備
容
量
の
比
較
だ
。
同
じ
設
備

容
量
で
も
実
際
に
発
電
す
る
電
気
の
量
は
、
電
源
ご
と

に
異
な
る
。福
島
原
発
事
故
後
の
日
本
が
典
型
例
だ
が
、

原
子
力
発
電
は
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
長
期
間
に
運
転
を

停
止
す
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
を

除
け
ば
定
期
点
検
期
間
中
を
除
き
、
昼
も
夜
も
発
電
す

る
。
一
方
、
太
陽
光
発
電
は
当
然
な
が
ら
夜
間
は
発
電

し
な
い
し
、
風
力
発
電
も
風
が
吹
か
な
い
と
き
は
発
電

し
な
い
。
実
際
の
発
電
量
で
比
較
す
れ
ば
、
太
陽
光
、

風
力
だ
け
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
は
現
時

点
で
は
原
子
力
に
は
及
ば
な
い
。

し
か
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も

水
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
と
い
っ
た
他
の
電
源
が
あ

る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
合
計
す
る

と
、既
に
世
界
の
電
力
の
26
％
程
度
を
供
給
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
原
子
力
は
10
％
程
度
だ
。
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
と
原
子
力
の

シ
ェ
ア
の
予
測
を
毎
年
公
表
し
て
い
る
。
２
０
１
８

年
版
で
２
０
４
０
年
時
点
の
予
測
を
見
る
と
、
原
子

力
は
９
・
２
％
と
微
減
し
て
い
る
の
に
対
し
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
41
・
４
％
と
大
幅
に
増
加
す
る
。
４
倍
以

上
の
差
が
つ
く
の
だ
。

新
興
国
へ
広
が
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は
、
太
陽
光
や
風
力
発
電
は
世
界
の
ど
こ
で
増

え
て
い
る
の
か
。
図
４
は
主
要
国
で
の
電
力
消
費
量

全
体
に
占
め
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
割
合
を
見
た
も
の

だ
。
一
番
、
シ
ェ
ア
の
高
い
の
は
カ
ナ
ダ
の
72
％
、

次
い
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
64
％
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
２
国
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も

水
力
発
電
の
比
重
が
大
き
い
。
大
型
の
水
力
発
電
が
使

え
る
か
ど
う
か
は
、地
理
的
な
要
件
に
よ
り
規
定
さ
れ
、

ど
こ
の
国
で
も
利
用
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。そ
の
点
、

注
目
に
値
す
る
の
は
第
３
位
の
デ
ン
マ
ー
ク
や
第
６
位

の
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
こ
の
両
国
は
水
力
発
電
が
全
く
、

あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
風
力
、

太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
新
し
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
積
極
的
に
導
入
し
、
国
全
体
の
電
力
の
６
割
、

４
割
を
供
給
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
国
々
も
、
太

陽
光
、
風
力
の
拡
大
に
よ
っ
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割

合
を
高
め
て
き
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
触
れ
た
の
が
み
な
欧
州
の
国
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
を
先

行
し
て
き
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
で
は
様
相
が
変
わ
っ
て
い
る
。
中
国

や
イ
ン
ド
の
よ
う
な
新
興
国
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大

の
け
ん
引
力
に
な
っ
て
き
た
。
図
５
は
、
２
０
１
８
年

末
の
国
別
太
陽
光
発
電
導
入
量
を
示
す
も
の
だ
。
一
見

し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ダ
ン
ト
ツ
の
第
１
位
は
中
国

で
あ
る
。
図
に
は
２
０
１
８
年
１
年
間
の
導
入
量
も
表

示
し
て
あ
る
が
、
中
国
の
年
間
導
入
量
は
45
㌐
㍗
で

あ
る
。
こ
れ
は
他
の
殆
ど
の
国
の
累
積
量
を
上
回
る

凄
ま
じ
い
導
入
量
で
あ
る
。
累
積
第
２
位
の
米
国
の

２
０
１
８
年
導
入
量
は
10
・
６
㌐
㍗
だ
か
ら
、
中
国
の

４
分
の
１
以
下
で
あ
る
。

一
方
、
イ
ン
ド
は
累
積
で
は
ま
だ
５
位
だ
が
、

２
０
１
８
年
単
年
の
導
入
で
は
僅
差
で
米
国
を
上
回
り

第
２
位
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
に
は
ま
だ
出
て
こ
な
い

が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
中
東
の
国
々
、
チ
リ
や
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
の
中
南
米
の
国
々
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

拡
大
が
加
速
し
て
き
て
い
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

出典：IAEA「Power Reactor Information System」（原子力、2018 年 12 月３日時点）、
GWEC「Global Wind Report Annual Market Update」（風力）、IEA-PVPS「Trends in 
Photovoltaic Applications 2018」（太陽光、2018 年 12 月）、Bloomberg NEF「World 
Reaches 1,000GW of Wind and Solar, Keeps Going」（風力・太陽光 2018 年予測値、
2018 年８月２日時点）

図３　全世界の原子力・風力・太陽光発電の設備容量（1954 ～ 2018 年）

出典：国際エネルギー機関（International Energy Agency）、中国電力企業連合会（China 
Electricity Council）、インド中央電力庁（Central Electricity Authority）より自然エ
ネルギー財団作成

図４　2018 年の電力消費量に占める自然エネルギーの割合
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進
力
は
、い
ま
や
先
進
国
か
ら
新
興
国
・
途
上
国
に
移
っ

て
き
て
い
る
。

劇
的
に
安
く
な
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

世
界
全
体
で
の
、
そ
し
て
最
近
で
は
新
興
国
・
途
上

国
で
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
の
要
因
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
そ
の
価
格
が
急
激
に
低
下
し
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
気
候
変
動
の
影
響
が
深
刻
さ
を

増
す
中
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
中
心
的
な
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と

だ
。
ま
ず
価
格
低
下
か
ら
見
よ
う
。

図
６
に
示
す
の
は
、
世
界
有
数
の
独
立
系
投
資
銀
行

で
あ
る
ラ
ザ
ー
ド
が
２
０
１
８
年
11
月
に
公
表
し
た
電

源
別
の
発
電
コ
ス
ト
の
推
移
で
あ
る
。
太
陽
光
発
電
１

㌔
㍗
時
あ
た
り
の
発
電
コ
ス
ト
は
、
２
０
１
０
年
に
は

約
25
セ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
２
０
１
８
年
に
は
４
・
３
セ

ン
ト
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
わ
ず
か
８
年
間
で
６
分
の

１
程
度
に
な
っ
た
の
だ
。
風
力
発
電
も
同
じ
期
間
に

12
・４
セ
ン
ト
か
ら
４
・
２
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
今
日
で
は
太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
が
他
の

ど
の
電
源
よ
り
も
安
い
電
源
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

他
方
、
原
子
力
発
電
は
福
島
原
発
事
故
後
、
安
全
対

策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
発
電
コ
ス

ト
が
上
昇
し
、
２
０
１
８
年
で
は
15
・
１
セ
ン
ト
、
最

も
高
い
電
源
に
な
っ
て
い
る
。先
に
、国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
の
予
測
で
は
原
子
力
発
電
の
割
合
が
低
下
し
て
い

く
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
要
因
は
、
安
全
性
へ
の

懸
念
、
放
射
性
廃
棄
物
処
理
の
困
難
に
加
え
、
コ
ス
ト

が
高
く
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
も
は
や
豊
か
な
先
進
国
し
か

手
に
入
れ
ら
れ
な
い
贅
沢
品
で
は
な
い
。
今
後
、
大
き

な
電
力
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
ド
で
も
太
陽

光
や
風
力
は
石
炭
火
力
よ
り
安
く
な
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
の
主
役
に
な
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
の
テ
ン
ポ
が
速
ま
っ
て
い
る

理
由
の
も
う
一
つ
は
、
気
候
変
動
対
策
だ
。

２
０
１
８
年
10
月
に
国
連
の
科
学
者
組
織
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
公
表

し
た
特
別
報
告
書
は
、
熱
波
の
被
害
、
生
態
系
の
破
壊

な
ど
の
深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の

平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
と
比
べ
て
２
℃
未
満
に

と
ど
め
る
現
在
の
パ
リ
協
定
の
目
標
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
１
・
５
℃
以
下
に
抑
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
そ
の
た
め
に
は

２
０
５
０
年
前
後
に
は
二
酸
化
炭
素
排
出
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
２
０
３
０
年
ま
で
に

２
０
１
０
年
比
で
約
45
％
削
減
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
化
を
徹
底
す
る
と
同
時
に
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

前
述
の
よ
う
に
高
コ
ス
ト
化
し
、
廃
棄
物
処
理
の
方

法
も
確
立
で
き
て
な
い
原
子
力
発
電
に
は
将
来
性
は
な

い
し
、
実
際
に
も
利
用
拡
大
が
進
ん
で
い
な
い
。
火
力

発
電
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
回
収
し
て
地
中

に
貯
蔵
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
い
う
方
法
が
１
９
７
０
年
代
か

ら
提
唱
さ
れ
実
用
化
が
目
指
さ
れ
て
き
た
が
、
少
な
く

と
も
発
電
用
に
は
全
く
現
実
性
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

図６　全世界の電源別の発電コスト
　　　（新設案件、助成なしの均等化発電原価による）

出典：Lazard「Levelized Cost of Energy Analysis - Version 12.0」（2018 年 11 月）

米セント/kWh

(単位：GW＝100万kW)

出典：RENEWABLES 2019 GLOBAL STATUS REPORT

図５　国別の太陽光発電設備容量

中国 米国 日本 ドイツ インド イタリア フランス英国 韓国オーストラリア

(単位：GW)
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の
転
換
が
最
も
現
実
的
な
選
択
肢
だ
と
い
う
理
解
が
広

が
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
は
電
気
だ
け
で
な
く
、
自
動
車

燃
料
や
産
業
用
の
高
温
熱
利
用
、
暖
房
需
要
な
ど
様
々

な
形
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
全
て
を
脱
炭
素
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
電
気
自
動
車
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
よ
う

に
、
電
化
で
き
る
も
の
は
電
化
し
、
そ
れ
を
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
力
で
供
給
す
る
こ
と
で
脱
炭
素
化
が
進
む
。

航
空
機
の
燃
料
な
ど
電
化
が
難
し
い
も
の
は
、
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
で
作
っ
た
水
素

を
燃
料
と
す
る
な
ど
、
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
い
ず
れ

に
し
ろ
明
確
な
の
は
、
少
な
く
と
も
電
気
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
百
％
を
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
１
・
５
℃
特
別
報
告
書
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
大
幅
な
排
出
削
減
を
実
現
す
る
三
つ
の
シ
ナ

リ
オ
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
２
０
３
０
年
の
時

点
で
世
界
の
電
力
の
48
％
か
ら
60
％
を
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
供
給
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
現
在
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
供
給
割
合
は

26
％
程
度
で
あ
る
か
ら
、
１
・
５
℃
目
標
が
求
め
る
水

準
は
極
め
て
高
い
。
し
か
し
、
世
界
で
は
既
に
こ
の
レ

ベ
ル
に
挑
む
野
心
的
な
目
標
を
、
自
ら
の
も
の
と
し
て

定
め
る
先
進
的
な
国
や
地
域
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。

も
と
も
と
水
力
発
電
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
２
０
４
０
年
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
１
０
０
％
を
供
給
す
る
目
標
を
定
め
て
い
る
。
水

力
発
電
の
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
も
風
力
発
電
を
中
心
に

２
０
３
０
年
ま
で
に
１
０
０
％
の
達
成
を
目
標
と
し
て

い
る 

。
ド
イ
ツ
の
２
０
３
０
年
目
標
は
65
％
で
あ
り

欧
州
連
合
全
体
で
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
で
少
な

く
と
も
50
％
を
超
え
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

米
国
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
気
候
変
動
対
策
に
背

を
向
け
る
中
、
多
く
の
州
政
府
が
積
極
的
な
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
人
口
規
模
が
約

４
０
０
０
万
人
、
全
米
最
大
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

は
、
電
力
供
給
に
占
め
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア

を
２
０
３
０
年
ま
で
に
60
％
、
２
０
４
５
年
ま
で
に
実

質
的
に
１
０
０
％
に
す
る
目
標
を
定
め
て
い
る 

。

中
国
が
国
の
目
標
と
し
て
公
式
に
定
め
て
い
る
の

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
で
あ
り
、
２
０
３
０
年
も

２
０
５
０
年
も
公
式
な
目
標
は
定
め
て
い
な
い
が
、
重

要
な
政
策
を
決
め
る
国
家
発
展
改
革
委
員
会
を
補
佐

す
る
「
国
家
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が

作
っ
て
い
る
「
中
国
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望

２
０
１
８
」
で
は
、
２
０
３
５
年
に
お
け
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
は
、
既
定
政
策
シ
ナ
リ
オ
で
も

60
％
、
２
℃
未
満
シ
ナ
リ
オ
で
は
72
％
と
し
て
い
て
い

る
。欧

州
で
は
熱
波
が
１
０
０
０
人
以
上
の
死
者
を
生

み
、
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森
林
火
災
の
拡
大
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
干
ば
つ
と
洪
水
な
ど
、
気
候
変
動
の
危
機
は
す

で
に
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
社
会
へ
の

転
換
を
急
ぐ
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
が
急
務
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
だ
。

日
本
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大

最
後
に
日
本
に
ふ
れ
る
。
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
定
め
た
２
０
３
０
年
の
電
源
構
成
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
22
～
24
％
、
原
子
力
が
20
～
22
％
、
火
力
発

電
が
44
％
と
い
う
も
の
で
あ
る
。他
国
の
目
標
に
比
べ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
は
半
分
程
度
で
し
か
な
い
。
一

方
、
原
子
力
発
電
は
国
と
電
力
会
社
を
あ
げ
た
努
力
に

も
拘
わ
ら
ず
、
再
稼
働
は
進
ん
で
い
な
い
。
20
～
22
％

と
い
う
目
標
が
到
底
実
現
で
き
な
い
こ
と
は
、
も
は
や

常
識
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
は
す
で
に
18
％
程
度

ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
世
界
に
比
べ
高
コ
ス
ト
だ
っ
た

日
本
の
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
も
、
２
０
２
０
年
代

後
半
か
ら
は
現
在
の
世
界
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
す
る
展
望

が
見
え
て
き
て
い
る
（
詳
し
く
は
、
脚
注
に
あ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
報
告
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
）。

現
在
、
日
本
は
火
力
発
電
用
の
燃
料
と
し
て
石
炭
、

天
然
ガ
ス
、
石
油
の
ほ
ぼ
全
量
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て

お
り
、
そ
の
他
の
用
途
も
含
め
た
総
額
は
約
16
兆
円
に

の
ぼ
る 

。
国
内
に
化
石
燃
料
資
源
、
ま
た
核
燃
料
も

ほ
と
ん
ど
な
い
日
本
は
、欧
米
各
国
な
ど
と
比
べ
て
も
、

脱
化
石
燃
料
、
脱
原
子
力
発
電
を
進
め
る
こ
と
に
合
理

性
が
高
い
。

四
季
折
々
の
多
彩
な
自
然
を
享
受
す
る
日
本
は
、
太

陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
決
し
て
資
源
小

国
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま

れ
た
豊
か
な
国
で
あ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸

入
依
存
を
脱
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
確
立
す
る

最
善
の
道
で
あ
り
、
最
も
確
実
に
脱
炭
素
化
を
成
し
遂

げ
る
道
で
あ
る
。

参
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０
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０
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９
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月

「
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太
陽
光
発
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電
コ
ス
ト
―
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と
将
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計
」　

２
０
１
９
年
７
月

「
世
界
中
の
企
業
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
」　

２
０
１
９
年
８
月


